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山宮地遺跡は、平成 5年度に行われました遺跡詳細分

布調査によって新たに発見された遺跡で、その後平成 11

年度に第 1次の発掘調査を実施しております。さらに平

成 12年度に行いました遺跡分布地図の改編によって、今

回の調査地点が包蔵地として新たに指定され、調査に至っ

た次第であります。

本調査の結果、15か ら 16世紀にかけての墓墳が多数

発見され、中世敷島の歴史に新たなページを加えることが

できました。さらに、これまで実施した 1次、2次の調査

を踏まえて、この山宮地遺跡が、中世御嶽信仰に大きく関

わった性格の遺跡であることも明らかになりつつありま

す。これまで付近を通る通称『御嶽道』の存在と、僅かに

残る史料をもとに語られてきました中世の歴史が、いま考

古学という研究方法によってより具体的な形となって現

れ、私たちに語りかけています。

今後、未解明な点が多い中世社会について、本資料が少

しでも研究の資としてご活用いただければ幸いに存じま

す。

最後に、発掘調査ならびに整理調査にあたり、ご協力を

賜りました関係各位に対し、衷心よりお礼申し上げますと

ともに、引き続き敷島町文化財保護行政にご理解とご協力

を戴きますようお願いをいたしまして序文といたします。

平成 15年 3月 31日

敷島町教育委員会

教育長 山 口 正 智
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1.本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町島上条地内に所在する山宮地遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は、敷島中学校内耐震性飲料水兼用貯水槽建設に伴って実施した発掘調査で、調査面積約70∬であ

る。

3.発掘調査は、平成13年 (2001年)12月 11日 ～平成14年 1月 11日 までの約 lヶ 月間にわたって行った。整理
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9。 発掘調査ならびに整理調査参加者 (順不同、敬称略)
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1.本書の第 1図は建設省国土地理院発行の地形図 (1:25,000)「 甲府市北部」「韮崎」「甲府」「小笠原」の

各一部分を用いて作成したものである。

挿図中、土器断面が白抜きは土師器、土師質土器で、黒塗りは須恵器、斑点は陶器、斜線は磁器である。

挿図中、五輪塔に記された黒字は墨書である。

挿図中、●は土器、★は銅銭、■は五輪塔である。

図版中、遺構と遺物は縮尺が統一されていない。

本 文 目 次

序   文
例言・凡例

第 1章 遺跡を取りまく環境 ……………………………………………………Ⅲ……………………1

1.遺跡の立地と環境

2.周辺遺跡と歴史的環境

第 2章 遺構と遺物 ……・…・…・……Ⅲ…………………………………Ⅲ………・……………………6

1.住居跡
2.土坑
3.土墳墓

4.遺構外遺物
5.銅銭

6.五輪塔

第 3章 自然科学分析 ・………………………・…・……………………………・……………………38

1.赤色物質の科学分析

第 4章 まとめ ,………………・………………………………………Ⅲ……………………………・・40

次



挿 図 日 次

第 1図 山宮地遺跡と周辺の遺跡………………… 2

第 2図 調査区位置図……………………………… 4

第 3図 遺構配置図………………………………… 5

第 4図  1・ 2号住居と 1号土坑………Ⅲ…………13

第 5図  1～ 6号土憤墓……………………………14

第 6図  7～ 12号  〃 ……………………………15

第 7図 13～ 18号  〃・………………………………16

第 8図 19～ 23号  〃 ……………………………17

第 9図 24～28号  〃 ……………………………………。18

第10図 29～32号  〃 ………………………………………19

第11図  1～ 6号土墳墓出土土器…………………20

第12図  6～ 11号    〃   …………………21

第13図  12～ 19号    〃   ……………………・22

第14図 20～ 23号土墳墓出土土器…………………23

第15図 23～ 29号    〃   …………………・。24

第16図 30号土墳墓・遺構外出土土器。鉄製品……25

第17図  2～ 14号土墳墓出土銅銭…………………29

第18図 14～ 24号    ″   …………………………30

第19図 24～ 29号    〃   ……・・………………・31

第20図  29～ 32号    〃   ………………………・32

第21図  五輪塔 1……………………………………34

第22図   〃 2・・…………………………………・35

第23図   〃 3… ……Ⅲ……………・………………36

第24図   〃 4… …………………………………37

第25図 赤色物質の X線解析図 ・…………………39

次

第 3表 銅銭観察表 3-・ ………………………………28

第 4表 五輪塔観察表…Ⅲ……………………………33

目

第 1表 銅銭観察表 1

第 2表 銅銭観察表 2

…Ⅲ…・・・・・・中●●●●●…・中●●●中-0中 中026

・・…・―・・・・中●…●―●中●―●…●…。中●●27

図版 6-2 2号 住居跡出土遺物

図版 6-3～ 14 1号～17号土墳墓出土遺物

図版 7-1～ 11 19号～30号土墳墓

図版 7-12 土渡墓内出上の釘

図版 7-13 遺構外出土遺物

図版 8 五輪塔

写 真 図 版 日 次

図版 1-1 調査区と遠景

図版 1-2 調査区全景

図版 2 1号 ～ 8号土墳墓

図版 3 9号 ～16号土墳墓

図版 4 17号～24号土渡墓

図版 5 25号～31・ 32号土墳墓

図版 6-1 1号 住居跡出土遺物



第 1章 遺跡をとりまく環境

1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

敷島町が所在する甲府盆地の北西部は、奥秩父の金峰山を源として南流する荒川によって形成された緩やか

な南傾斜の扇状地形である。敷島町は扇状地の扇頂部分に位置し、荒川を挟んで対岸は甲府市となる。この一

帯の西側には、盆地北西部にそびえる茅ヶ岳によって形成された赤坂台地が南北に伸びており、 JR中央線付
近において終息する。この台地の西側には大河富士川 (通称釜無川)が、また東側には小河川貢川が南流する。

一方、周辺北側はこの扇状地形の背後を担うように片山が東西に伸び、さらに片山の東端から南側へ舌状に湯

村山が張り出す。

このように甲府盆地の北西部は、東西北部の三方が台地と山々によって「コ」字状に取り囲まれ、しかも

南側の盆地に向かって開日し、まるで天然の要害を形成するかのような特殊な地形を織り成している。

このうち、荒川の右岸に位置する敷島町は、町域南北約17km、 東西約4kmと南北に細長い町である。本

町はおおよそ北部の山間地帯と南部の扇状地域に大別されるが、町域のほぼ 8割は標高1,704mを測る茅ヶ岳

や曲岳、太刀岡山などの山間地帯 (一部丘陵)か らなっている。

一方、町南部は上述した荒川による扇状地形上にある。東には荒川、西は貢川が流れ、東西を河川で挟まれ

た地域となる。この扇状地上には、南北に二つの微高地 (自然堤防)が走っており、この微高地上に古代から

の生活の営みが連綿と続いているのである。

山宮地遺跡はこの町南部の扇状地上の微高地に営まれており、調査地点東側には古道御嶽道、南側には穂坂

路が通る交通の要衝地でもある。

2.周辺遺跡と歴史的背景 (第 1図 )

近年頻繁に発掘調査が行われている町南部の遺跡について時代ごとに概観していくこととする。代表的な遺

跡は 9遺跡が上げられる。

縄文時代 町内では現在のところ旧石器時代の遺跡は確認されておらず、人々が生活していた最も古い痕跡
は縄文時代からである。これまで11軒の住居跡が発見されている。

代表的な遺跡には、原腰遺跡②、松ノ尾遺跡⑤、金の尾遺跡③などが上げられる。

原腰遺跡はこの時期には稀である埋甕炉を有する縄文時代前期末の住居跡が 1軒発見されている。

金の尾遺跡では、これまで 6回の調査がおこなわれ、1987年 の中央高速自動車道建設による第 二次調査で住

居跡計 8軒 (前期末 1軒、中期 7軒 )、 さらに第Ⅳ次調査で住居跡 1軒と堅穴状遺構 1基が確認された。

また、松ノ尾遺跡の第Ⅲ次調査でも中期中葉にあたる住居跡 1軒が確認されているが、もっとも濃密に該期の

遺構 。遺物が確認できているのは現在のところ金の尾遺跡である。

弥生時代 金の尾遺跡③があり、県内外を代表する大変重要な遺跡である。これまでにⅥ次に渡る調査が行
われており弥生時代の住居跡33軒、方形・円形周溝墓24基をはじめ、南北の集落跡を三分すると考えられるV

字の溝などが発見されており、県内で最も古い方形周溝墓群を有する弥生時代後期の集落遺跡として著名であ

る。遺物は、中部高地系の土器と東海系統のものがともに出土していることから学術的にも貴重な資料を提供

している。

また、第Ⅵ次調査では遺跡の外側を巡るとみられる環濠跡も幅3m、 長さ55mに渡つて確認されている。

古墳時代 これまで 7遺跡においてその存在が確認されている。
前期の遺跡は、原腰遺跡②、松ノ尾遺跡⑤、三味堂遺跡⑥、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡⑨など

が上げられ、各遺跡ともS字状の台付甕、壼、高郷などが多く出土している。

御岳田遺跡 (I次)では落込み内から水晶の原石 8点 と水晶製丸玉の未製品 1点が、末法遺跡 (Ⅱ次)では

1号住居跡から緑色凝灰岩質の加工途中の管玉 1点と剥片類が出土し、該期の工房跡の存在が予狽1さ れる。

金の尾遺跡 (Ⅳ・Ⅵ次)でも該期の多くの遺物が出上しており、とくにⅣ次調査では本町では初めての発見

となる前期の周溝墓が 2基確認されている。
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中期の遺跡は、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡⑨でそれぞれ住居跡 1軒がみられる。

末法遺跡 (I次)は 1号住居跡から甕、壺、高杯、杯などが出土し、しかも器種とその量が充実している。

金の尾遺跡 (Ⅳ次)1号住居跡や御岳田遺跡 (I次)2号住居跡でも甕、甑、杯、高邦が出土している。

後期の甲府盆地北西部では、 6世紀中頃から横穴式石室を有する大型の後期古墳が築造されるようになる。

代表的なものに荒川左岸の甲府市湯村に位置する万寿森古墳 (12)や県内で 2番目の石室規模を誇る加牟那塚

古墳 (13)が存在し、この頃本地域は県内でもかなり大きな勢力拠点となっていたことが窺える。

さらに、6世紀末～ 7世紀前半には町の南部を群集墳 (千塚・湯村古墳群一甲府市、赤坂台古墳群―双葉町・

竜王町)が取り巻くようになる。 (第 1図 )

町内においても戦後間もない頃、 4・ 5基の古墳が確認できたようであるが、現在では荒川右岸沿いに北か

ら大塚古墳 (29)と 大庭古墳 (30)が存在するのみである。ちなみに、松ノ尾遺跡の第 1・ Ⅱ次調査ではおそ

らく荒川の氾濫によるとみられる大規模な流路跡が確認されており、これによって運ばれてきた土砂と考えら
・

れる黒色包含層中から金環、勾玉、ガラス玉、切子玉、日玉、銅鏃、鉄鏃、鉄製刀子など古墳の副葬品とも思

われるものがあり、中には災害により流されてしまった古墳もあったと考えられる。

当時の人々が暮らしていたとみられる住居跡は、現在松ノ尾遺跡において非常に高い割合で発見されてきて

おり、周辺遺跡の発掘状況から比べても遺構・遺物が最も集中していることが窺える。とくに、第 I、 Ⅱ、V

次調査では、住居跡が複雑に重複して確認されており、しかも第Ⅱ次調査では一辺約7m、 第V次調査で一辺

約8.5mと約8.0× 6.Om、 第Ⅶ次調査でも一辺約7.7mを測る大型の住居跡が発見されている。

そして、古墳時代の終わり頃には通称敷島台地の南西部に天狗沢瓦窯 (61)が構築され、操業を開始するよ

うになる。出土した瓦や須恵器等から7世紀後半 (白鳳期)に位置付けられ、県内最古の瓦窯である。

この時期に併行する集落跡は、松ノ尾遺跡で徐々に確認されてきているが未だその数は少ない状態である。

さらに天狗沢瓦窯跡で焼かれた瓦が供給されたであろう寺院跡も残念ながらいまだ発見されていない。

しかし、近年松ノ尾と村続遺跡③で布目瓦などの出土がみられ、今後両遺跡での更なる調査が期待される。

奈良・平安時代 該期の遺構は町内で現在もっとも数が多く、住居跡軒数だけでも100軒以上に上る。

これまでの調査成果をみると、奈良～平安時代初め頃にかけての遺構は未だ検出状況として少なく、むしろ

平安時代中頃～末頃にかけて急激に増加をみせる。 10。 11世紀ごろの集落跡が主体を占めている。

松ノ尾遺跡⑤はこれまでの 7回の調査で住居跡37軒 と堅穴状遺構10基が確認され、次いで周辺の三昧堂遺跡

⑥、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡⑨などでも検出され、その分布の広がりがみられる。

一方、町南部の北側では、山宮地遺跡①、原腰遺跡②などがあり、村続遺跡③では調査面積が約300だ と狭

小であつたが計86軒の住居跡が発見され、大規模な集落跡の様相を呈することが分かつてきている。

各遺跡出土の遺物をみると、膨大な量の土器と墨書土器をはじめ須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器などの陶磁器

類、また鍛冶関連遺物や鉄・銅製品などがある。特殊なものには、松ノ尾遺跡で円面硯 (4個体分の破片)、

鋼製の帯金具などがあり、しかも10～ 12世紀の早い段階から中国産「貿易陶磁」がもたらされていることが最

近明らかとなってきた。器種としては碗、皿、水注などの類が出土している。

平安時代末頃には、原腰遺跡、村統遺跡、松ノ尾遺跡、御岳田遺跡、不動ノ木遺跡などで集落が営まれてい

る。中でも、松ノ尾遺跡は金銅製小仏像 2躯、村統遺跡では銅製小仏像の台座が 1躯出土しており、これらは

その出土状態や共伴遺物、文様・鋳造方法などからおおよそ11～ 12世紀代の所産とみられている。

中世 該期の遺構は、山宮地遺跡①と松ノ尾遺跡⑤の 2遺跡で、現在発見されている。

松ノ尾遺跡は、第Ⅶ次調査において一辺約5.2m、 最深部約40c mを測り、堅穴内に人為的に石が敷き並べ

られた堅穴状石組遺構が 1基発見され、周辺からは土師質土器や青磁片などが出土していることから、おそら

く平安時代末～中世初頭 (12～ 13世紀頃)の遺構とみられている。

また、山宮地遺跡では15～ 16世紀に相当する堅穴状遺構や数多くの土墳が近年発見されてきている。

以下山宮地遺跡Ⅲ次調査の成果について報告する。
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第 2章 遺 構 と遺 物

1.佳 居 跡 (第 4図 )
1号住居と遺物

調査区東端に位置し、遺構北、東側は調査区外となる。このため本住居の北壁及び東壁は確認できない。

平面形は、調査確認範囲で南北1.6m、 東西2.2mを測り、方形を呈すと考えられる。壁は西、南壁ともに10

cm前後である。柱穴は住居内やや東側に lヵ 所確認され、直径17c m、 深さ14c mを測る。

西側には、東西径65c m、 深さ35c mの住居内土坑 1基が確認された。

遺物は、美濃 7小期の折縁輪・鉢の日縁小片 1点が出土しているが住居跡に伴なうものかは不明。

2号住居と遺物

調査区東端、 1号住居の南側に位置する。遺構南、東側は調査区外となる。このため本住居の南壁及び

東壁は確認できない。また、北壁から西壁は 1号土墳によって切られている。したがって北壁の一部が残存す

るのみである。残存する北壁は東西55c m、 高さ8cmである。床面には一部硬化面が確認できた。
遺物は土師質土器の高台付ITN片 1点で、残存器高4c mを測る。胎土はキメ細かく緻密、金雲母を多く含む。

暗茶褐色を呈し、焼成は良好である。

2.土 坑
1号土坑

深さ0.18m。 17号及び26号の土墳墓と重複関係にある。17号に切られ、26号を切る形で存在していた。遺物、

骨片、礫群などは確認されなかった。したがって墓渡か否か明確にできなかったため、土坑とした。

3.上 境 墓
1号土境墓と遺物

長軸1.53m、 短軸0.95m、 深さ0,20m。 南北に長い精円形を呈す。遺構南側底面には5～ 30c m大 の礫が認

められる。遺物は北側に集中して確認された。16世紀前

1 カワラケ小皿。器高1.8cm、 日径6.5c m、 底径3.9cm。 キメ粗く、赤色粒子、長石、金雲母、石英
を含む。焼成良好。日縁部煤付着。

2 カワラケ小皿。器高2cm、 日径8。 9cm、 底径5.lcm。 キメ粗く、赤色粒子、長石。金雲母、石英を
含む。焼成良好。日縁部煤付着。

3 土師質土器香炉。器高4c m、 日径7.7cm、 底径5cm。 キメ粗く、金雲母、長石を多く含む。底部に

貼り付けの三足を有す

2号土境墓

長軸1.65m、 短軸0。 75m、 深さ0.12m。 南北に長い精円形を呈す。遺構底面全体に5～30c m大の礫群が認

められる。遺物は北側覆土下層より銅銭 1点が出土している。

3号土境墓と遺物

南北0.80m、 東西0,75m、 深さ0。 18m。 円形を呈す。遺物は遺構確認面で土師器小片 7点、須恵器小片 1点、

また遺構南東郡底面より2点の小皿が出土した。確認面出土遺物は本遺構とは関係ないものと考えられる。 16

世紀中
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1 カワラケ小皿。器高2.2cm、 日径8.9c m、 底径4.6cm。 キメ細かく赤色粒子、金雲母、長石を含む。
日辺部横ナデ仕上げ。焼成良好。

2 土師質土器皿。器高2.3c m、 日径12.4c m、 底径6.3cm。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長石を含
む。日辺部横ナデ仕上げ。焼成良好。

4号土壊墓と遺物

南北1.18m、 東西lm、 深さ0.34m。 方形を呈す。覆土下層より上器 4点、銅銭 7点が出上した。15世紀末

から16世紀初

1 カワラケ小皿。器高1.5cm、 日径6.6cm、 底径4.lcm。 キメ細かく緻密で金雲母を含む。焼成良好。
2 カヮラケ皿。器高2.5c m、 日径 1lc m、 底径5.6cm。 キメ細かく、金雲母、長石を含む。焼成良好。
3 カワラケ皿。器高2.9c m、 日径10.7cm、 底径6.4c m。 キメ細かく、金雲母、長石、石英を含む。焼
成良好。内外面に煤付着。

4 カワラケ皿。器高2.7c m、 日径12c m、 底径6.3cm。 キメ細かく緻密。金雲母、長石を含む。焼成良

好。

5号土境墓と遺物

長軸1.43m、 短軸1.08m、 深さ0。 24m。 南北に細長い精円形を呈す。遺構北側の覆土下層より陶器小片 2点

及び銅銭 6点が出上している。なお、鋼銭は 6枚とも接着していた。

1 鉄釉陶器片。内面には釉の剥離痕が認められる。
2 灰釉陶器壺又は瓶片。古瀬戸後期

6号土境墓と遺物

長軸1.33m、 短軸1.16m、 深さ0.30m。 南北に長軸をもつやや不整形な精円形を呈す。遺構確認面では、8

～20c mの礫群が確認された。遺物は遺構西側の覆土中に陶器やカワラケ小片、銅銭が認められた。また、東

側コーナー付近出土銅銭は 2枚接着であつた。16世紀前

1 硬質土器片。折縁深皿か。推定日径17.8cm
2 灰釉陶器端反皿。器高2.3c m、 日径8.8cm、 底径4.4c m。 見込み部にカタバミ印。瀬戸大窯 1期。16

世紀第 1四半期。

7号上壊墓と遺物

南北 (1.04m)、 東西1.13m、 深さ0.20m。 南北に長軸をもつ楕円形と考えられる。北側は一部調査区外に

なり壁は確認できない。また西側は12号 と重複する。遺構確認面では10～ 20c mの礫が敷き詰められるように

認められた。遺物は覆土中にカワラケ小片 2点と炭化材片 1点、南壁際に銅銭 1点が出土した。16世紀中

1 カワラケ小皿。器高1.8cm、 推定日径8.4c m、 底径5.6cm。 キメ細かく、金雲母、長石を含む。焼

成良好。日縁部に煤痕付着。

8号土境墓と遺物

南北 (0.6m)、 東西0.95m、 深さ0.26m。 隅丸方形と考えられる。南側は調査区外になり、壁は確認できな

い。遺物は北東コーナー覆土下層からカワラケ 3点 (2点縦、 1点は伏せて出土)、 灰釉陶器片 1点が出土し

た。16世紀中

1 カワラケ小皿。器高2.5c m、 日径9.2c m、 底径5cm。 キメ細かく、金雲母、長石を含む。赤色粒子
を少量含む。焼成良好。
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2 カワラケ小皿。器高2.3cm、 日径10c m、 底径5.6cm。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼成良好。

3 ワラケ皿。器高3.25c m、 日径11.7cm、 底径5,7cm。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含

む。焼成良好。

9号土墳墓と遺物

南北 (0.61m)、 東西lm、 深さ0。 40m。 隅丸方形と考えられる。南側は調査区外となり、壁は確認できない。

覆土中に20c m前後の礫が複数認められた。遺物は礫下よリカワラケなど数点が出上した。また、遺構やや北

側の覆土下層より炭化物が認められ、その直下から歯 1点が出土した。16世紀前

1 カワラケ皿。器高2.9cm、 日径11.9cm。 底径6.4c m。 キメ細かく赤色粒子、金雲母、長石を含む。

外面日縁部横ナデ仕上げ。

2 硬質土器片。折縁深皿か。推定日径16.4c m

10号土境墓

南北0.62m、 東西0.64m、 深さ0。 22m。 円形を呈す。遺構確認面で20c m前後の礫群を確認した。遺物は出

土していない。

11号土壊墓と遺物

南北 (0.82m)、 東西0。 92m、 深さ0.22m。 南北に長軸をもつ楕円形と考えられる。南側は調査区外となり、

壁は確認できない。遺物は土師器長胴甕片が出土しているが周辺の状況から、本遺構に伴うものではないと思

われる。

1 土師器長胴甕片。推定回径23c m。 キメ粗く、長石、雲母を含む。焼成良好。内面横方向、外面縦方向

の細かいハケロを施す。

12号土墳墓と遺物

長軸1.20m、 短軸0。 81m、 深さ0.42m。 南北に長軸をもつ精円形を呈す。遺構西側は14号と27号土墳との切

り合い関係にある。遺物はカワラケ類、銅銭 2点、歯が出土している。15世紀末

1 カワラケ小皿。器高1.6cm、 日径6.2cm、 底径3.8cm。 キメ粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼成良好。日縁部に少量の煤痕。

2 カワラケ皿。器高2.7cm、 推定回径H.6cm、 推定底径6.6cm。 キメ細かく、黒色粒子、金雲母を含

む。焼成良好。日縁部横ナデ仕上げ。

3 カワラケ皿。器高2.8cm、 日径H.5cm、 底径5。 9cm。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含
む。焼成良好。日縁部横ナデ仕上げ。

4 カワラケ皿。器高2.8cm、 推定回径10,7cm、 推定底径6cm。 キメ細かく緻密。金雲母を含む。焼成
良好。

13号土境墓と遺物

長軸0。 94m、 短軸0。 70m、 深さ0.29m。 南北に長軸をもつ隅丸方形を呈す。遺構中央から北側にかけて20

cm前後の礫 4点が覆土下層で確認された。遺物は遺構北西付近を中心に円形土製品 1点、

銅銭 5点が確認された。銅銭 1に 3点、鋼銭 2に 2点の接着が認められた。

1 土製品。円形で直径2.3cm、 厚さ0.5cm。 キメ細かく緻密。中央に径0.4cmの 円孔を有す。
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14号土墳墓

長軸1.50m、 短軸1.09m、 深さ0.39m。 南北に長軸をもつ長方形を呈す。遺構北側は27号土墳、南側は19号

土墳、東側は12号土墳と重複する。重複関係の中ではもっとも新しい遺構と思われる。遺構確認面において、

北側に12～40c mの礫 5点が確認された。また、遺構底面北側に人頭骨、中央から南にかけて人骨が確認され

た。骨の残存は悪く性別が確認できる部位は認められなかった。遺物は人頭骨直上に銅銭 6点が接着した状態

で出土している。

15号土境墓

南北 (0.88m)、 東西0。 75m、 深さ0.26m。 南北に長軸をもつ楕円形と考えられる。遺構北側は調査区外と

なるため北壁は確認されなかった。覆土下層より人骨片が出土している。

16号土境墓

南北0.86m、 東西0,79m、 深さ0.14m。 方形を呈す。遺物は西壁北側覆土下層より銅銭 1点が出土。

17号土境墓と遺物

南北1.Om、 東西0.83m、 深さ0.16m。 方形を呈す。遺構西側は 1号土坑、26号土墳と重複する。

遺物はカワラケ、銅銭 6点が遺構中央から西側にかけて覆土下層より出土している。銅銭 1が 3点、銅銭 3が

2点の接着である。また、人骨、歯も遺物周辺より出土している。16世紀中

1 カワラケ小皿。器高2.lcm、 日径8,lcm、 底径4.4c m。 キメやや細かく赤色粒子、金雲母、長石を

含む。焼成良好。

2 カワラケ小皿。器高1.8cm、 日径7cm、 底径4c m。 キメ細かく赤色粒子、金雲母、長石を含む。焼

成良好。内外面日縁部煤付着。

3 カワラケ皿。器高2.5c m、 日径H.2cm、 底径5,8cm。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含

む。焼成良好。

18号土境墓

長軸0.89m、 短軸0.62m、 深さ北側0.27m、 南側0。 21m。 やや南北に長軸をもつ方形を呈す。遺構北側に直

径0.45m、 深さ0.27mの窪みをもつ。中央部に径20c mの礫 1点が認められた。遺物はなく、覆土中より歯が

出土している。

19号土墳墓と遺物

南北0.85m、 東西0,72m、 深さ0,42m。 円形を呈す。遺構は殆どが14号土渡によって切られており、北壁は

僅かに0.10mを 残すのみである。遺構中央部底面直上より銅銭 4点 (銅銭 1に 3点接着)、 覆土中よリカワラ

ケ片、北側底面直上より人頭骨片、西壁及び南壁より人骨片が出土している。16世紀中

1 カワラケ皿。器高2.8cm、 推定回径12c m、 推定底径7cm。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石

を含む。焼成良好。

2 カワラケ皿。推定口径10c m。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長石を含む。焼成良好。

20号土境墓と遺物

南北0.5m、 東西0.7m、 深さ0。 32m。 遺構南側は29号土墳によって切られている。西側は調査区外となる。

したがって南壁及び西壁は確認できない。遺構形状不明。遺物はカワラケ、銅銭が出土している。16世紀前
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1 カワラケ小皿。器高1,3cm、 日径7.lcm、 底径5c m。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含
む。焼成良好。

2 カワラケ皿。器高2.8c m、 日径10.4cm、 底径5.5cm。 キメ細かく緻密。焼成良好。
3 カワラケ皿。器高2.7cm、 推定日径10c m、 推定底径5.6cm。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長

石を含む。焼成良好。

4 カヮラケ皿。器高2.6cm、 日径10.5cm、 底径5.7c m。 キメ細かく緻密。黒色粒子、金雲母を含む。

長石を少量含む。焼成良好。

5 カワラケ皿。器高2.6cm、 日径12.8cm、 底径6.4c m。 キメ細かく緻密。金雲母、長石を含む。赤色

粒子を少量含む。焼成良好。

21号土墳墓と遺物

長軸1.60m、 短軸 1.30m、 深さ0.50m。 不整形。遺構北側には幅0.20mのテラス状の段をもつ。遺構中央部

覆土中に五輪塔の火輪 1点、人骨、歯が出土している。

22号土境墓と遺物

南北0.65m、 東西0.55m、 深さ0。 25m。 西側は18号土墳と切り合い関係にある。円形を呈す。

遺物は東側を中心にカワラケ、南北に銅銭が出土している。16世紀中

1 カワラケ小皿。器高1.8c m、 日径7cm、 底径4cm。 キメ細かく赤色粒子、金雲母、長石を含む。焼

成良好。

2 カヮラケ小皿。器高1,9cm、 日径7.4cm、 底径3.8c m。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長石を含
む。焼成良好。

3 カワラケ皿。器高2.9cm、 日径11.4c m、 底径6cm。 キメやや粗くヽ赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼成良好。

4 カワラケ皿。器高2.7cm、 日径H.9c m、 底径6cm。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼成良好。

23号土境墓と遺物

南北1.20m、 東西1.15m、 深さ0,40m。 やや方形に近い円形を呈す。西側は28号土墳、30号土墳との切り

合い関係になる。遺構確認面には20～ 30c mの礫が一面に確認された。この礫に混じって五輪塔の火輪 1点が

出土している。遺物は底面直上においてカワラケ、陶器が出土している。16世紀前から中

1 カワラケ皿。器高2.6cm、 推定口径11.4c m、 底径6.3c m。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石

を含む。焼成良好。

2 カワラケ皿。器高2.5cm、 推定回径10,6cm、 推定底径5。 4c m。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長

石を含む。焼成良好。

3 土師質土器香炉。推定口径Hcm。 キメ細かく緻密。金雲母を含む。足の一部が看取される。焼成良好。
4 灰釉陶器端反皿。器高2.6cm、 日径10.6cm、 底径6.2cm。 見込み部に菊花印。瀬戸大窯 1期。16世

紀第 1四半期。

24号土墳墓と遺物

南北1.27m、 東西1.13m、 深さ0.20m。 隅丸方形を呈す。遺構確認面において20～45c mの礫が 9点確認さ

れた。遺物は覆土下層中にカワラケ、銅銭 7点 (1に 4点、 2に 3点接着)が出土。また人骨、歯も確認され

ている。16世紀中
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1 ノウ ワラケ皿。器高2.65c m、 日径12.2cm、 底径6.8c m。 キメ細かく赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼戊 良好。

2 陶 器甕。常滑焼
3 陶 器甕。常滑焼
4 上 師質土器香炉。推定日径7cm。 キメ細かく緻密。金雲母、長石を含む。

25号上 壊墓と遺物

南北 (1.Om)、 東西 (0.70m)、 深さ0.38m。 遺構南側は調査区外となるため南壁は確認できない。また北

側は一剖Б26号土墳墓によって切られている。さらに、西側は31号土渡と重複関係にあり遺構の東西規模は確認

できなか っゝた。遺物は東側覆土下層においてカワラケ 1点、銅銭 8点 (すべて接着)が出上している。また、

骨片が確 認されている。16世紀中

1 ラ萄 ワラケ皿。器高2,7cm、 日径10c m、 底径5.2c m。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含む。

外画 底部から林部の一部にかけて煤による黒色。焼成良好。

26号上 壊墓

南北1_05m、 東西lm、 深さ0.30m。 円形を呈す。17号土墳、25号土墳、32号土墳を切って存在する。遺物

はなく、 覆土中に人骨片、歯が確認された。

27号土 境墓と遺物

長軸上.30m、 短軸 (0。 82m)、 深さ0.5m。 南北に長軸をもつ楕円形を呈すと考えられる。遺構南側は14号土

墳によっ て切られているが、遺構下場は残存していた。遺物は南東部底面よリカワラケ皿、中央及び西壁底面

より銅銭 6点 (1に 5点接着)が出土した。また北側中央に頭骨片、北及び南側中央に人骨片が確認された。

16世紀初

1 〉豹 ワラケ皿。器高2.7cm、 日径11.8cm、 底径6.3cm。 キメ細かく緻密。赤色粒子、金雲母、長石を

含ね 。焼成良好。

28号± 境墓と遺物

長軸■ .90m、 短軸 lm、 深さ0.22m。 南北に長軸をもつ精円形を呈す。覆土は 1層で、本遺構底面下に30号

土墳が確 認されたことから、30号 を切って本土渡が構築されたと考えられる。遺構確認面では20c m前後の礫

とともして、五輪塔の風輪 1点、地輪 6点が確認された。遺物は遺構北側底面でカワラケ皿、銅銭 8点 (1に 3

点接着)が 出土した。また北側覆土中より頭骨片、歯が確認されている。16世紀前

1 カ ワラケ皿。器高2.5cm、 日径12.lcm、 底径5.8cm。 キメ細かく緻密。黒色粒子、金雲母、長石を

含む 。焼成良好。

2 >む ワラケ皿。推定底径7cm。 キメ細かく赤色粒子、金雲母、長石を含む。焼成良好。

29号五 境墓と遺物

長軸上。38m、 短軸 lm、 深さ0.5m。 南北に長軸をもつ隅丸方形。遺構南西側は調査区外となる。また、西側

には丹lla)遺構に伴うと考えられる礫群が認められた。このため29号土渡西側の壁は底面立ち上がりの下場線の

確認にと どまった。

遺構確 認面では、20～ 30c m前後の礫が中央部を中心に確認された。この礫に混ざつて五輪塔の火輪 2点、

地輪 1点 が確認されている。また覆土下層よリカワラケ皿 3点、銅銭 9点 (睫 1.2.3に 各 3点接着)が出

上してし るゝ。16世紀中
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1 カワラケ小皿。器高1,7cm、 日径6.6cm、 底径3.6cm。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長石を含

む。焼成良好。

2 カワラケ皿。器高2.8cm、 日径H.3cm、 底径5。 6cm。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含

む。焼成良好。

3 カワラケ皿。器高2.8cm、 日径12.4cm、 底径6cm。 キメやや粗く、赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼成良好。

30号上境墓と遺物

南北1.20m、 東西0.9m、 深さ (0.25m)。 南北に長軸をもつ隅丸方形を呈す。遺構全体は28号土墳によって

削平されており、明確な深さは確認できないが、底面から0.25mの 立ち上がりは認められた。また、28号底面

との切り合い部分で地輪 2点、20c m前後の礫 3点を確認した。礫類については、両土墳いずれのものとも判

断が難しい。遺物は、北側を中心にカワラケ類が出土している。銅銭は 6点 (hl, 2各 3点接着)である。

15世紀末

1 カワラケ小皿。器高1.6cm、 日径7.2c m、 底径4cm。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼成良好。

2 カワラケ皿。器高2.6cm、 日径11.4c m、 底径6。 lcm。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼成良好。

3 カワラケ皿。器高2.7cm、 日径11.9cm、 底径4.7cm。 キメ細かく、黒色粒子、長石、石英を含む。

焼成良好

4 カワラケ皿。器高2,7cm、 推定日径12c m、 推定底径8cm。 キメ細かく赤色粒子、金雲母、長石を含

む。焼成良好。

5 カワラケ皿。器高2.5cm、 推定口径12c m、 底径7cm。 キメ細かく、赤色粒子、金雲母、長石を含む。

焼成良好。

31号上境墓

25号、32号の土渡と重複関係にあり、また南は調査区外となる。このため本土墳は西側壁南北0.66mと 西壁

から東へ0,7m範 囲のみの残存である。深さは調査可能範囲で0。 36mで ある。形状不明。遺物は銅銭 6点 (全

て接着 )。 骨片、歯が検出されている。

32号土境墓

25号、26号、31号各土墳と重複関係にある。したがって残存部分は北西壁0.5mの みである。壁部分深さは

0.26m。 銅銭 3点 (全て接着)が出上している。また覆土中より骨片、歯が検出された。

4.遺構外遺物
1 土師器甕。推定日径25.2cm。 キメ粗く、長石、雲母を含む。外面体部縦方向、内面日辺部から体部に

かけて横方向のハケロ。焼成良好。

2 カワラケ皿。器高3.3cm、 日径12.6cm、 底径6.2cm。 キメ細かく、金雲母、長石を含む。焼成良好。

3 灰釉陶器悟鉢。瀬戸大窯 1期の可能性がある。
4 灰釉陶器端反皿か丸皿。瀬戸大窯 1期の可能性がある。

5 磁器、近世。
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第 6図 7～ 12号土墳墓
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lm

第 8図 19～ 23号土境墓
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1黄茶褐色。粘性中。しまり強。
茶褐色と、黄色砂粒のまだら層。

2暗茶色。粘性中。しまり中。
全体に砂粒を多く含む。
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1暗 茶褐色.継性中。しまり中.
全体に2mm前後の小石を多く含む,

2黄 茶4B色 ,粘性中。しまり中。
全体に砂粒を多く含む,
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維ぜ鍵浦耀たら層。 25号土噴墓
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第 9図 24～28号土墳墓
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第 10図 29～32号土壊墓
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第 11図 1～6号土境墓出土土器
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第 12図 6～ 11号土境墓出上土器
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第 14図 20～23号土境墓出土土器
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第 15図 23～29号土墳墓出土土器
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第 16図  30号土境墓・遺構外出土土器・鉄製品
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5.銅  銭
今回の調査では、21の上渡墓から112点、遺構外 2点、合計114点の銅銭が出土した。

第 1表  銅銭観察表 1

No 錢省名 時代 初傍年 外縁径 内縁径 厚 さ 備 考

2- 開 元 通 費 唐 武徳4年 (621年 ) 2.385 cm 2.900 cn 1.1l mm

4-1 開 元 通 音 唐 武徳4年 (621年 ) 2,470 cm 2.100 cm 1.40 mm

4-2-1 r開Ⅲ〒 r涌Ⅲ者 唐 武徳 4年 (621年 ) 2.400 cm l mm 4-9-9ル イ十着

4-2-2 不 明 2.492 cm と,45 mm 4-9-1ル イ寸差

4-3 不 明 2.871 cm 1.981 cm 1.19 mm

4-4 不 明 2.389 cm 1.12 mm

4-5-1 F●Fq〒 涌 普 唐 武徳4年 (621年 ) 2.410 cm 2.098 cn 1.25 mm 4-5-2とな十テ音

4-5-2 (開Ⅲ〒 1誦 者 唐 武徳4年 (621年 ) 2.420 cm 2.005 cm 1.1l mm 4-5-1ル 木十う尊

5-1-1 v「  X/f →酪 普 】ヒタに 元祐元年 (1086年 ) 2.482 cm 1,920 cm 1.21 mm 5-1-1から

516まで付着5-1-2 官  徳  →話 普 明 盲行魚84喜 (1433盗F) 2.420 cm 2.015 cm 1.39 mm

5-1-3 r暑ゝ徳 〒 審 】ヒう健 景行魚テ已有岳(loo4生F) 2.489 cm 0.95 mm

5-1-4 永 楽 通 賓 明 永ぢき64巨 (1408生臣) 2.531 cm 2.181 cm 1.45 mm

5-1-5 元 (祐)(通)奮 封ヒ,k 元祐元年 (1086年 ) 2.490 cm 1.45 mm

5-1-6 開  T →誦 曽 唐 武徳4年 (621年 ) 2.471 cm 1.850 cm 1.50 mm

6-1 永 楽 通 奮 明 永楽 6年(1408年 ) 2.51l cm 2.080 cm 1.45 mm

6-2-1 来  率  :誦  誉 明 永夢こy千(140♂竿) 2.529 cm 2.132 cm 1.81 mm 6-2-2河寸着

6-2-2 永 薬 涌 警 明 永楽発4F(14084F) 2.500 cm 2.140 cm 19 mm 6-2-1とイ寸着

7-1 閉  〒  →酪 省 庸 武徳 4年 (621年 ) 2.539 cm 2.159 cm 1.05 mm

12-1- 皇 宋 通 賓 】竹ラ健 茸]〒F〒FttE r l fIRRttEヽ 2.471 cm 2.065 cm 0,95 mm 12-1-2と付着

12-1-2 開 元 通 奮 唐 武徳4年 (621年 ) 2.41l cm 2.089 cm 0,99 mm 12-1-1とイ寸着

13-1-1 (天)(聖 )(元 )(奮 ) 】ヒラk 天聖元年 (1023年 ) 2.471 cm 2.085 cm ■O mm 13-1-1から

13-1-3まで付着13-1-2 阜 朱 通 書 耳ヒラk 宝元元年 (1038年) 2.339 cm 1.865 cm 1.00 mm

13-1-3 下 聖 〒 書 】L夕に ヲご亘]Tね Er1 0夕 R4EⅢ 2.444 cm 2.059 cm 。10 mm

13-2- 大  庁 涌 警 ◆ )〔打ユ18生巨(1178空F) 2.531 cm 2.165 cm 1.22 mm 13-2-1から

1323まで付着13-2-2 )()賓 2.361 cm 2.090 cm 1.09 mm

13-2-3 皇 共 通 奮 Jヒラk 宝元元年 (1038年 ) 2.549 cm 1.949 cm 10 mm

14-1-1 聖 芙 〒 審 北 宋 建中靖国元年 (1101年 ) 2.485 cm l mm 14-1-1から

14-1-6まで付着14-1-2 唐 ( )涌  曹 2.470 cm 1.975 cm 1.10 mm

14- -3 開 〒 涌 普 唐 置徳 4年 (621年 ) 2.425 cm 1,989 cm 1.45 mm

14-1-4 (大 )定 通 奮 金 大定18年(1178年 ) 2.452 cm 1 mm

14-1-5 明 首ヽ il 害 北 宋 明道元年 (1032年 ) 2.385 cn 2.085 cm L.35 mm

14-1-6 大 庁 i誦 奮 令 大庁 18年(1178年 ) 2.531 cm 2.141 cm 1.45 mm

16-1 永 楽 通 賓 明 永楽6年(1408年 ) 2.549 cm 2.095 cm 0.35 mm

17-1-1 FTR T →誦 警 唐 武徳4年 (621年 ) 2.401 cm 2.051 cm 10 mm 17-1-1から

1713まで付着17-1-2 阜 集 涌 警 】ヒラ健 宝元元年 (lo38年 ) 2.430 cm 2.091 cm 1.39 mm

17- -3 開 〒 涌 曽 庸 武徳 4年 (621年 ) 2.321 cm 1.935 cm 1.50 mm

17-2 永 楽 通 奮 明 永楽6年(1408年 ) 2.365 cm 2.098 cm 1.05 mm

17-3-1 官 徳 通 曹 明 宣徳 8年 (1433年 ) 2.491 cm 2.105 cm .10 mm 17-R―クルイ寺善
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第 2表 銅銭観察表 2

No 錢省え 時代 初鋳年 外縁径 内縁径 厚 さ 備考

17-3-2 v「  暮  :誦  警 北宋 元彗元年(1078年 ) 2.445 cm 1.982 cm つ
る mm 17-3-1 と4寸月雪

19-1-1 r)`Ⅲ T誓 2.530 cm 1,815 cm 1.39 mm 19-1-1から

19-1-3ま で付藩19-1-2 v「 魯  i誦  督 北宋 元豊元年(1078年 ) 2.415 cm 1.815 cm 1.39 mm

19-1-3 皇 未 通 奮 司ヒラ鷺 主元元年 (1038年 ) 2.465 cm 1.23 mm

19-2 皇 宋 通 賓 北宋 宝元元年 (1038年 ) 2.490 cm 2.035 cm 1.90 mm

20-1-1 )()()賓 2.470 cm 1.815 cm 1.05 mm 20-1-1から

20-13まで付藩20-1-2 聖 宋 元 賓 】監実 営中靖国元年 (1101年) 2.350 cm 2.041 cm 1.25 mm

20-1-3 周 通 元 賓 後 周 西徳 2年(955年 ) 2.446 cm 1.972 cm 1.40 mm

20-2-1 v「 魯  i誦  審 】ヒラ健 元書元年 (1078年 ) 2.355 cm 1.889 cm 1.45 mm 20-2-2とで寸着

20-2-2 阜 朱 涌 奮 北 朱 宝元元年 (1038年 ) 2.480 cm 1.899 cm 0.99 mm 20-2-1と十寸房雪

20-3-1 渋 武 涌 奮 明 決武元年 (1368年 ) 2.320 cm 1.955 cm 1,99 mm 20-3-1か ら

2035まで付茫20-3-2 違 lFIl〒 警 南宋 淳熙元年(1174年 ) 2.379 cm 1.19 mm

20-3-3 洪 武 通 奮 明 決武元年(1368年 ) 2.420 cm 2.021 cm 1.39 mm

20-3-4 永 楽 通 賓 明 永楽6年(1408年) 2.479 cm 2.121 cm 1.22 mm

20-3-5 嘉 定 通 賓 南 朱 嘉鳶=テL勾E(12084『 ) 2.320 cm 2.049 cm 1.29 mm

20-4-1 渋 武 涌 奮 明 決武元年 (1368年 ) 2.380 cm 2.010 cm 1.58 mm 20-4-2とイ寸着

20-4-2 至 和 涌 奮 北朱 至和元年 (1054年 ) 2.480 cm 1.910 cm 1.35 mm 20-4-1と付着

22-1 r聖Ⅲ

`実

Ⅲ〒 警 北宋 建中靖国元年(1101年 ) 2.349 cm 1.951 cm 1.10 mm

22-2-1 永 楽 通 奮 明 刀く夢誕64F(1408有卜) 2.461 cm 2.070 cm 1.00 mm 22-2-1か ら

2223まで付慕22-2-2 元 (豊 )(通 )賓 】ヒ多蕉 元豊元年(1078年 ) 2.400 cm 1.865 cm 0.99 mm

22-2-3 ()()元 賓 2.350 cm 1.955 cm 1.30 mm

24-1- 不 明 2.459 cm 1.50 mm 24-1-1か ら

24■ -4まで付藩24-1-2 r葉 rゝ桶Ⅲ〒 審 北宋 健隆〒年 r9m年】 2.535 cm 1.32 mm

24-1-3 不 明 2.460 cm 1.25 mm

24-1-4 )奮

24-2-1 ( )写藝 2.430 cm 1.920 cm 1.59 mm 24-2-1か ら

24-2-3まで付落24-2-2 宣 徳 通 奮 明 宣徳 8年 (1433年 ) 2.541 cm 2.110 cm 1.29 mm

24-2-3 皇 宋 通 奮 】ヒラ樟 主元元年 (1038年 ) 2.500 cm 2.500 cm 1.60 mm

25-1-1 政 和 通 奮 】ヒラ( 政和元年(lHl年 ) 2.361 cm 2.039 cm 1.05 mm 25-1-1か ら

25-18まで付落25-1-2 )(未)元 賓 2.401 cm 1.975 cm 1.35 mm

25-1-3 lEE室 〒 曽 】ヒラ蕉 熙寧元年(1068年 ) 2.515 cm 2.000 cm 1.55 mm

25-1-4 不 明 2.400 cm 1.820 cm 1.19 mm

25-1-5 ( )奮 2.395 cm 1.25 mm

25-1-6 治 平 元 賓 北宋 治平元年(1064年 ) 2.391 cm 1.12 mm

25-1-7 不 明 2.610 cm 1.15 mm

25-1-8 宣 徳 通 賓 明 宣徳 8年 (1433年 ) 2.530 cm 2.140 cm 1.10 mm

27-1-1 洪 武 通 奮 明 映武元年(1368年) 2.440 cm 1.936 cm 1.52 mm 27-1-1か ら

27-1-5まで付落27-1-2 〒 害 i誦 警 】ヒタに 元豊元年(1078年 ) 2.525 cm 1.885 cm 1.09 mm
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第 3表 銅銭観察表 3

No 銭貨名 時代 初鋳年 外縁径 内縁径 厚 さ 備 考

27-1-3 Ⅲf干  写攀 2.449 cm 1.965 cm 1.55 mm 27-ユー1ん らゝ

27-1-5まで付慕27-1-4 官 和 涌 警 】比多k 官和元年 (lH9年 ) 2.410 cm 1.949 cm 1,60 mm

27-1-5 (官)(和 )涌 奮 】佐多k 宣和元年 (H19年) 2.430 cm 2.060 cm 1.69 mm

27-2 洪 武 涌 奮 明 洪武元年 (1368年 ) 2.462 cm 2.100 cm 1.24 mm

28-1-1 嘉 祐 通 奮 】L多鷲 嘉祐元年(1056年 ) 2.471 cm 1,941 cm 0.85 mm 23-1-1から

2813まで付落28-1-2 祥 符 通 賓 司ヒうに 祥符 元年 (1009年 ) 2.396 cm 1.960 cm 1.21 mm

28-1-3 (開 )(元 )通 賓 唐 武徳 4年 (621年 ) 2.272 cm 1.989 cm 1.12 mm

28-2 永 楽 通 賓 明 7K夢こ6生F(14084再 ) 2.541 cm 2.150 cm 1.41 mm

28-3 元 豊 通 賓 司ヒラ蕉 元害元年 (1078年 ) 2.391 cm 1.850 cm 1.15 mm

28-4 永 楽 通 賓 明 刀く夢こ6塗F(1408塗再) 2.584 cm 2.095 cm 1.60 mm

を8-5 祥 符 i酪 奮 】ヒ多鷺 伴符元年 (1009年 ) 2.470 cm 1.820 cm 1.35 mm

28-6 下 降 〒 審 金 正隆 2年(1157年 ) 2.510 cm 2.145 cm 1.35 mm

29-1-1 v「 暮  →醜 審 】佐ラ鷺 元豊元年(1078年 ) 2.361 cm 1.950 cm 1.09 mm 29-1-1から

2913まで付落29-1-2 象 率 涌 警 明 永楽6年(1408年 ) 2.450 cm 2.030 cm 1.61 mm

29-1-3 元 ()(通)奮 2.51l cm 1.865 cm 1.51 mm

29-2-1 皇 宋 通 奮 】ヒラ蕉 宰元 二年 (1038年 ) 2.461 cm 2.122 cm 1.10 mm 29-2-1から

29-2-3まで付藩29-2-2 〒 符 i誦 警 北未 7E宗子/E勾『 (10984F) 2.380 cm 1.779 cm 1.20 mm

29-2-3 永 楽 通 賓 明 永楽 6年(1408年 ) 2.500 cm 2.090 cm ユ 10 mm

29-3-1 遠 rゝ 手 蓄 2.404 cm 1.730 cm 1.45 mm 29-3-1から

2933まで付差29-3-2 注 rⅢ 〒 畜 2.439 cm 1.810 cm 1.39 mm

29-3-3 違 r)〒 警 2.390 cm 1.825 cm つ
る mm

30-1-1 皇 宋 通 奮 封ヒラ蕉 宝元元年 (1038年) 2.461 cm 1.942 cm mm

30-1-2 元 豊 通 奮 北宋 7「準争7r有F(lo784『) 2.485 cm 1.832 cm 1.20 mIIl

80-1-3 元 豊 通 賓 北宋 フE馨子ブE幻巨(10784F) 2.379 cm 1.905 cm 1.39 mm

30-2- 天 聖 〒 曹 北宋 ヲこヨ里ラこ有『 (10234『 ) 2.529 cm 2.002 cm 1.30 mm 30-2-1か ら

30-2-3まで付建30-2-2 治 平 涌 曹 】ヒうk 治平元年 (1064年 ) 2.505 cm 1.925 cm 1.70 mm

30-2-3 =ゝ干  毎卦 2.400 cm 1.959 cm 1.48 mm

31-1-1 Ⅲ〒  1酷  審 2.535 cm 2.145 cm 1 10 mm 3ユーユー1から

31-1-6まで付産31-1-2 7「 新  1誦  審 】比うk 元祐 8年(1093年 ) 2.563 cm 2.135 cm 0,90 mm

31-1-3 r開)〒 1酪 箸 唐 武徳4年 (621年 ) 2.435 cm 1.20 mm

31-1-4 )〒  :酷  審 2.482 cm 1.951 cm 1.55 mm

31-1-5 v「 新  i誦  審 北朱 元祐 8年(1093年 ) 2.412 cm 1.904 cm 1.30 mm

31-1-6 r開Ⅲr〒)1酪 害 唐 武徳4年 (621年 ) 2.331 cm 1,935 cm 1.09 mm

32- -1 v「 彗  :酌  蓄 】佐ラk 元豊元年(1078年 ) 2.482 cm 1.829 cm 1.21 mm 32-1-1カ hら

32-1-3まで付茫32- -2 lEE宣 〒 蓄 】比ラ鷺 熙寧元年(1068年 ) 2.489 cm 1.899 cm 1.05 mm

32- -3 )七痣  =予  毎墾 2.459 cm 1.955 cm 1.05 mm

遺構外 7r 暮  1誦  蓄 】比ラk 元豊元年(1078年 ) 2.41l cm 1.985 cm 1.1l mm

遺構外 阜 夫 涌 警 北 朱 宝元元年 (1038年 ) 2.391 cm 2.135 cm 0.95 mm
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6.五 輪 塔

今回の調査において風輸 1、 火輪 5、 地輪15の合計21点の五輪塔部材が出土した。なお遺構外出土とした火

輪 2、 地輪 5については本来土墳墓に伴もなうものであったが試掘調査のさい重機によって移動してしまった

ため遺構外として扱つた。

第 4表  五輪塔観察表

遺 構 名 五輪塔NO 部位 備考

21号土噴墓 21号― Sl 火輪

23号土壌墓 23号―Sl 地輪

28号土墳墓 28号一 Sl 風輪

28号土墳墓 28号一S2 地輪

28号土噴墓 28堤井―S3 地輪

28号土噴墓 28彊井―S4 地輪

28号土墳墓 28号―S5 地輪 墨書有り

28号土境墓 28号―S6 地輪

28号土境墓 28号―S7 地輪 墨書有り

29号土墳墓 29彊|― Sl 火輪

29号土墳墓 29提チーS2 火輪

29号土羨墓 29号一S3 地輪

30号土噴墓 30号―Sl 地輪

30号土墳墓 30号―S2 地輪

一括 一括―Sl 火輪

一 括 一括―S2 火輪

一括 一括―S3 地輪

一括 一括 ―S4 地輪 墨書有り

一括 一括―S5 地輪 墨書有り

一括 一括一S6 地輪

一括 一括―S7 地輪
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第 3章 自然科学分析

I 山宮地遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

山梨県中巨摩郡敷島町に所在する山宮地遺跡では、発掘調査の結果、室町時代の墓坑が検出されている。こ

の墓坑からは、副葬品として小皿が出土しており、小皿底部には赤色物質が付着する状況が認められた。本報

告では、この赤色物質の材質を検証するため、X線回折分析を実施した。

1.試料

試料は、小皿底部より採取された赤色物質が混在した土壌であった。分析に際して、この土壌中から赤色物

質の抽出作業を行い、分析調査はこの抽出した赤色物質のみを対象とした。なお、抽出された赤色物質は、 0.1
gに満たない量であった。

2.分析方法

赤色物質を105℃で 2時間乾燥させた後、メノウ乳鉢で粉砕した。この粉砕試料をアセ トンで Si単結晶板に

塗布し、X線回折測定試料を作成した。このX線回折測定試料について、以下の条件で測定を実施した (足立,

1980、 日本粘土学会,1987)。

検出された物質の同定解析は、Materials Data,hc.の X線回折パターン処理プログラム」ADEを用い、該
当する化合物または鉱物を検索した。

装 置 :理学電気製 MultiFlex Divergency Sliti l°
Targeti Cu(Kα )   Scattering Slit:1°

Monochrometeri Graphite湾 曲   Recieving Sliti O.3mm

A/‐oltagei40 Kヽ /     Scanning Speed10.5°  //nュ in

Currenti40 mA   Scanning Mode:連続法
Detectori SC     Salmpling Rangei O.01°

Calculationヽこodeicps   Scanning Rangei3-45°

3.結果

赤色物質のX線回折図を図 1に示す。なお、図 1下段に示したパターンは赤色物質において検出された該当

鉱物のパターンファイルである。

4.考察
一般に遺跡などで検出される代表的な赤色物質にはベンガラ (赤鉄鉱 ;hematite[α ―Fe2 0 3])、 水銀朱

(辰砂 ,cinnabar[HgS])、 鉛丹 (鉛丹 ;minium[Pb3 0 4])などがあり、これらの赤色物質はX線回折分析

によって容易に識別が可能である。分析の結果、墓坑から出上した小皿底部に付着した赤色物質は、水銀朱の

X線回折パターンに類似する。このことから、赤色物質は水銀朱と判断される。

引用文献

足立吟也 (1980)粉末X線回折法。「機器分析のてびき 3」 ,p.64-76,化学同人.
日本粘土学会編 (1987)粘土ハンドブック 第二版。1289p.,技報堂出版。
市毛 勲 (1998)新版 朱の考古学.296p.,雄山閣.
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第 4章 ま と め

山宮地遺跡第 3次調査の結果、住居跡 2軒、土墳墓32基、土坑 1基が確認された。調査面積僅か70ど とごく

狭い範囲ながらまとまった資料を得ることができた。

住居跡 2軒はいずれも平安時代末期のものと考えられる。特に2号住居跡は中世墓域の開発によって撹乱が

著しく、残存状況は極めて悪い。山宮地遺跡南側周辺には奈良時代から平安時代にかけての集落遺跡と考えら

れる村続遺跡が存在する。本調査区の約70m南側には平成13年度に調査を実施した村続遺跡の調査地点があ

り、約300∬の調査区で36軒の住居跡が調査されている。このようなことから今回発見された住居跡も村続遺

跡で確認された集落の範疇に含まれるものと推察される。

土墳墓については、 6号土崚出土カタバミ印端反皿、24号土墳出土菊印端反皿がいずれも瀬戸大窯第 1段階

のものであり、カワラケについては武田氏関連遺跡を指標とする土器群の中で収まり、また、114点出土した

銅銭のうち明代の宣徳 8年 (1433)初鋳の宣徳通費以後の銭貨が 1点も出土していないこと、さらに遺構形状

は南北を主軸とした隅丸方形、精円形、長方形を呈し、五輪塔や集石を伴うものもあることなどから、造墓年

代は15世紀末から16世紀中期後半と考えられる。

限られた調査範囲のため墓域全体の様相を窺うことはできない。ただ、土墳分布および出土遺物からは次の

ような特徴が見受けられた。

I.調査区東側から中央付近にかけては切り合い関係をもつ土墳は4号と13号の上墳のみであり、残り8基は

重複しない。中央から西側にかけては切り合いをもつ土墳が比較的多い。

Ⅱ.調査区東側に位置する土墳からは骨片、歯は検出されず、骨片、歯が確認された土墳は 9、 12号土墳より

西に位置するものからであった。頭骨片の位置などから埋葬方法は北枕の土葬で、向きについては骨片の残存

状況が悪く確認できなかった。

Ⅲ.集石墓はその多くが20cm前後の石を土墳上面に敷き詰めた形をとり、掘り込みが深い。調査区中央の 7号

土墳より西側に分布する。また、 1, 2号土墳では土娠底面に 5～ 30cm大の礫が確認された。石組みが施され

たものはない。

造墓の年代は、15世紀末から16世紀中期後半というごく限られた時期であることが確認できた。また調査区西

側を中心に切り合い関係が認められ、とくに、23号、28号、30号の各土墳墓の切り合いではそれぞれの造墓年

代が、30号が15世紀末、28号が16世紀前半、23号が16世紀前半～中頃に置くことができた。以上のことから山

官地遺跡中世墓域の活用は70～ 80年間というごく短い期間であり、四半世紀毎の造墓による切り合いが見られ

ることから、その墓域も限られた範囲であつたことが推察される。

墓域成立の背景については、今後の研究課題であるが、幾つかの関係資料を見ることができる。

本調査区から東に50m地点において平成13年度に実施した山宮地遺跡 2次調査では15世紀代の方形竪穴状遺

構が 4基、中世土渡墓の可能性がある土坑14基が調査され、竪穴状遺構 1基から鋼製水瓶の下半部分に16点の

鋼製品が入れ込まれた状態で出土している。銅製品の大半が錫杖頭や舎利塔台座といった密教に関連した法具

であり、遺物に意図的に力や熱を加えた痕跡が看守されることなどから、何らかの儀礼行為に伴う埋納遺物で

ある可能性が考えられている。

山宮地遺跡の中には御嶽道と呼ばれる古道が南北に縦断している。この道は『甲斐国志』に「山口九所あり、

南日は吉沢村、塚原村、亀沢村」と記された金峰山へ続く御嶽九日の一つで、御嶽信仰の中心である甲斐金峰

山への参道として古くから交通の要であつた。また遺跡東方には臨済宗御岳山慈徳院が所在する。開山は永和

三年 (1377)普明国師によるとされており、慶応四年に甲府寺社総轄職に提出された『社記・寺記』には境内

に『御嶽田』、『御嶽塚』と呼ばれる御嶽権現が鎮座した名跡があるとしている。さらに『中巨摩郡志』には御

嶽鈴取三坊の一つとし記載があり慈徳院と御嶽信仰との深い関わりが見て取れる。慈徳院は密教寺院として御
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嶽信仰に大きく関わつていたものと考えられ、その後改宗して現在の臨済宗へとなっている。

また、今回の調査地点から東約30mほ どの今は敷島中学校グラウンドとなっている一角 (敷島町島上条1.27

5番地。面積714.04だ)が明治31年まで空性院と呼ばれる寺院の所有地であったことが土地登記簿謄本によっ

て確認された。空性院については『甲斐国志』に「天蓋山空性院小屋敷村恵林寺末」とある。また『中巨摩郡

志』には「龍島山空性院 慈徳院末元和三年八月二十八日創立、開山保山和尚」と記されている。さらに空性

院の過去帳が慈徳院に所在しており、そこには、「龍島山空性院開基積善院一透妙関」とある。『社記・寺記』

には記載がない。

建立年代が元和三年 (1617)と なれば、今回の山宮地遺跡第 3次調査地点との関係は直接的にはないものと

考えられる。しかし歴史の連続性や御嶽信仰、御森道、慈徳院などが関係した山宮地遺跡の全体像を解明して

いく上で、『空性院』が重要な資料となることは間違いない。

以上中世墓域成立に関係すると考えられるいくつかの資料を紹介した。いずれも14世紀、15世紀代の御嶽信

仰を介在とした宗教 (密教)活動に関する資料である。山宮地遺跡は甲斐金峰山を中心とする御嶽信仰、これ

に付随する修験者の活動といった13、 14世紀の宗教社会、さらに、その後の密教から禅宗へと改宗をして新た

な宗教社会のもとに活動を行っていつた14,15、 16世紀の宗教とそれを取り巻く人々との関係を示した遺産で

あり、宗教と政治など当該期の社会構造の一端を解明するとで重要な遺跡であることが判明をした。

引用・参考文献

中巨摩郡聯合教育会 1928 『中巨摩郡志』

山梨県立図書館   1965 『甲斐国社記・寺記』第二巻

敷 島 町     1966 『敷島町誌』

雄 山 閣     1971 『甲斐国志』第二巻

鈴木昭英 編    1978 『富士・御嶽と中郡霊山』 名著出版

佐野 隆 他    2000 『深山田遺跡』 明野村教育委員会・峡北土地改良事務所

野代幸和      2000 「山梨県における中近世墓制の変遷」『山梨県考古学協会誌』第11号

甲府市教育委員会  2001 『秋山氏館跡』

降矢哲男 他    2001 「山梨県内における中世の土器様相について」『中世土器研究論集』中世土器

研究会

(財)瀬戸市埋蔵文化財センター 2001 『戦国 。織豊期の陶磁器流通と瀬戸・美濃大窯製品』
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図版 2

1号土墳墓

3号土境墓

2号土墳墓

4号土墳墓

6号土境墓5号土墳墓

7号土境墓 8号土壊墓



図版 3
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図版 4
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図版 7
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図版 8
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